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社会福祉法人北方町社会福祉協議会
令和７年度事業方針
Ⅰ、令和６年の振り返り
　　　昨年は、能登半島地震や豪雨など大規模な自然災害の発生や気候変動の激しい年であるとともに、失われた３０年の時代の終焉を迎えたと推察される激動の一年でありました。

　　　そんな中にあって、社協としては運営全般や福祉推進事業及び福祉サービス事業に至るまで積み残した課題はあるもののほぼ順調に推進してきました。目標を同じくして協働してきました関係団体・機関の皆様に厚くお礼申し上げます。
　　　重点目標にあげた主要事業は次の通りでした。
（1） 生活困窮者や社会的孤立者への伴走型支援
　　　⇒従来の支援に加え、県・県社協との協働支援を実施（合計約１００人）
（2） 学生・社会人ボランティアの育成と活動支援
　　　⇒学生ボランティアの活動が大幅に増加（１３→２６回、延べ３５→９７人）
（3） 介護・障がい福祉サービス事業の収益改善
　　　⇒介護は昨年に比べ後半から収入増加、もちの木は高工賃につき報酬単価大幅UP
また、「みんなのお家」は、多世代にわたり累計利用者15,000人(本年２月末現在)に達し、地域の方々の居場所として必要不可欠な存在になりつつあると認識しています。
Ⅱ、事業方針
１、基本方針
新型コロナウイルスの影響や物価高騰の長期化による生活困窮や孤独・孤立など社会的課題はますます複雑化・多様化しています。福祉を取り巻く状況が刻々と変化する中、職員一同地域福祉の進展に取り組んでいきます。また、これらの課題は未来ある子どもたちの成長にとっても深刻な問題であり、子どもたちの支援活動を幅広く拡充していきます。
昨年に引き続き、「ともにつながり、支え合う安心なまち」をテーマに関係機関や団体と協働し『地域福祉のプラットホーム』的存在を目指します。また、介護サービスにおいては、デイサービスとホームヘルパー事業の利用者の増大を図りサービス向上と収益改善に尽力する所存です。　　

２、重点目標
　　　「魅力的なまちづくり」に向け、次の３点を重点目標に尽力していきます。
（１）子ども支援のネットワークづくり
（２）学生・社会人ボランティアの育成と活動支援
（３）生活困窮者や社会的孤立者への伴走型支援
さらに、２０２５年問題を迎え、新しい未来を見据えたＩＴ・ＤＸの活用や業務効率化を推進し組織風土の改革や次代を担う職員の育成に継続的に取り組んでまいります。
３、事業内容
　　　今年度の事業内容は、別紙「令和７年度事業内容」の通りです。
別紙
令和７年度事業内容
１、法人運営事業
①法人の運営管理に関する全般事項

②知名度や認知度向上に向けた広報活動（社協だより、ＳＮＳ、ポップ広告等）

③ホームページの効果的運用による発信力の強化
④未来に向けたＳＤＧｓの取組の推進
⑤ＩＴ・ＤＸや業務効率化の推進

⑥会員募集と募金活動
２、福祉推進事業　
　　（１）地域福祉推進事業

①「みんなのお家」の効果的運営
②子ども支援のネットワークづくり
③ボランティアの育成と活動支援
④各種団体への活動支援・助成（福祉団体、サロン活動団体等）
⑤福祉講演会の開催
　　　　⑥男性料理教室の開催
　　　　⑦各種講座の開催（ボランティア養成講座、学生向け福祉講座等）
　　　　⑧家族健康農園の貸出し

　　　　⑨生活困窮者向け食料支援
　　　　⑩福祉標語・イラストの募集
　　（２）ふれあい交流事業　

①福祉フェスティバルの開催
　　　　②福祉運動会の開催後援
　　　　③ふれあい交流会の開催（みんなでラジオ体操、子育て世代向けイベント等）

（３）なんでも相談事業
　　　　①日常生活相談・支援（生活困窮、家族間問題、成年後見等）
　　　　②障がい者基幹相談支援センターの運営
　　　　③生活福祉資金等の貸付相談

　　　　④日常生活自立支援事業　など
３、福祉サービス事業
（１）介護サービス
①ケアプランセンター（認知症カフェの開催）

②デイサービス（要支援者向けミニデイの運営）
③ホームヘルパー（要支援者向け生活支援サービス）
（２）障がい福祉サービス
①障がい福祉サービス事業所もちの木

②相談支援センターもちの木
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